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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
７

１
回

ー
５
 

連
休
中

連
休
中

連
休
中

連
休
中
のの のの
行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿

行
仙
宿
へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
来
宿
者

来
宿
者

来
宿
者

来
宿
者
のの のの
対
応

対
応

対
応

対
応
とと とと
作
業

作
業

作
業

作
業
( そ

の
そ
の

そ
の

そ
の
５５ ５５
) 

 
 

◇
実

施
日

；
平

成
２

８
年

０
５

月
０

６
日
( 金

) ～
０
８

日
（

日
）
 

◇
参

加
者

；
青

木
宏

充
・

梶
野

照
雄
( ７

～
８

日
）
、

山
口

泰
宏
( ６

～
７

日
)

３
名

。
 

 

５５ ５５
月月 月月
６６ ６６
日日 日日
（（ （（
金金 金金
）） ））
曇曇 曇曇
り
の
ち

り
の
ち

り
の
ち

り
の
ち
雨雨 雨雨
 

午
前

中
の

作
業

は
、

第
１

８
７

１
回

ー
３

の
行

事
報

告
書

に
記

載
。

 
 

 
 
 

昼
食

後
、

川
島

．
生

熊
．

湯
川

の
３

名
が

下
山

。
 

雨
も

本
降

り
と

な
り

、
屋

外
で

の
作

業
中

止
。

１
４

時
１

５
分

楊
枝

ヶ
宿

小
屋

か
ら

の
女

性
が

到
着

。
先

へ
進

む
か

悩
ん

だ
末

、
宿

泊
決

定
。

そ
の

後
 

行
者

、
ト

レ
ラ

ン
、

自
衛

隊
の

計
４

人
到

着
。
 

２
１

時
就

寝
 

外
は

ど
し

ゃ
ぶ

り
の

雨
。
 

 

５５ ５５
月月 月月
７７ ７７
日日 日日
（（ （（
土土 土土
）） ））
曇曇 曇曇
りり りり
 

 

朝
か

ら
ガ

ス
( 雨

で
は

な
い
) 、

管
理

棟
か

ら
小

屋
に

戻
る

と
、

結
袈

裟
・

ザ
ッ

ク
カ

バ
ー

の
忘

れ
物

を
山

口
さ

ん
が

発
見

。
後

発
の

ト
レ

ラ
ン

の
人

に

忘
れ

物
を

託
し

て
、

さ
あ

ー
出

発
の

時
に

、
行

者
さ

ん
が

忘
れ

物
を

取
り

に

戻
っ

て
く

る
。
 

 
８

時
３

０
分

出
発

。
前

日
の

作
業

終
了

地
点

ま
で

戻
り

 
作

業
開

始
。
 

 
鉄

塔
手

前
の

崩
落

個
所

、
最

初
の

１
発

で
ビ

ン
ゴ

。
１
. ５

ｍ
の

杭
を

３
０

㎝
ま

で
打

ち
込

ん
だ

と
こ

ろ
で

ハ
ン

マ
ー

の
頭

と
柄

が
バ

ラ
バ

ラ
に

な
る

。
 

整
地

を
し

て
次

の
場

所
ま

で
移

動
し

た
が

、
ハ

ン
マ

ー
が

使
用

で
き

ず
、

ト
ン

ガ
で

は
限

界
が

あ
り

、
２

ケ
所

未
補

修
。

通
行

に
は

支
障

な
い

。
 

１
１

時
に

梶
野

さ
ん

昼
飯

を
も

っ
て

現
場

到
着

。
 
 

 
分

岐
点

か
ら

近
い

崩
落

個
所
( 一

部
、

中
前

さ
ん

達
が

補
修

済
) は

、
杭

は

小
屋

在
庫

を
含

め
足

り
る

と
思

う
が

 
桟

木
が

な
い

。
現

場
近

く
の

間
伐

材

を
使

用
し

な
く

て
は

い
け

な
い

。
チ

ェ
ー

ン
ソ

ー
が

必
要

だ
。
 

 
途

中
の

岩
場

の
改

造
工

事
は

と
り

あ
え

ず
 

セ
メ

ン
ト

で
補

修
す

る
つ

も

り
で

す
。
 

あ
と

、
ホ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

で
現

品
処

理
の

キ
ャ

ン
プ

用
椅

子
と

テ
ー

ブ
ル

が

セ
パ

レ
ー

ト
に

な
る

タ
イ

プ
が

３
０

０
０
円

で
売

っ
て

い
た

の
で
購
入

。
 

椅
子

は
、

鉄
塔

の
所

に
、

テ
ー

ブ
ル

は
モ
ノ

レ
ー

ル
の

終
点

に
お

く
つ

も

り
( 構

造
上
弱

い
の

で
補
強

・
木

の
板

を
上

に
、

足
の

部
分

は
ア

ン
グ

ル
）
。
 

青
木

の
連
休

の
行

動
一
覧
表
( 自
慢
満

載
) は
別
紙

で
す

。
 

（
記

 
青

木
）
 

  
５５ ５５
月月 月月
７７ ７７
日日 日日
（（ （（
土土 土土
）） ））
曇曇 曇曇
りり りり
 

午
前

８
時

５
０

分
に
登

山
口

到
着

。
新

宮
組

は
ま

だ
着

い
て

い
な

い
。

着

替
え

て
靴

を
履

き
替

え
、
モ
ノ

レ
ー

ル
を

下
ろ

し
に

行
く

。
 

下
り

の
モ

ル
タ

ル
擁
壁

の
上

部
で

、
沖
崎
車

が
停
車

す
る

と
こ

ろ
が

見
え

た
。
 

資
材

を
積

ん
だ
児

島
さ

ん
の
車

は
、
少

し
遅

れ
る

と
の

こ
と

で
青

木
、

山

口
両
氏

に
昼

食
を
届

け
る

こ
と

も
あ

り
、
畑
林
( 清

) さ
ん

と
２

人
で

小
屋

ま

で
先

行
し

た
。
 

１
０

時
過
ぎ

に
小

屋
到

着
。
弁
当

と
お
茶

な
ど

を
サ

ブ
ザ

ッ
ク

に
入

れ
て

用
意

す
る

。
 

 
 

 
 

 

Ｍ
機

を
下

ろ
す

 
 

 
 

 
沖

崎
車

到
着

 
 

 
 

 
第

２
ベ

ン
チ

上
か

ら
雲

海
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行
仙

宿
小

屋
到

着
 

 
 

 
未

改
修

部
分

 
 

 
 

 
 

昨
年

の
同

じ
場

所
 

 

畑
林

さ
ん

は
「
掃
除

し
と

く
よ
」

と
言
わ

れ
る

の
で

、
掃
除
機

を
出

し
、

発
電
機

の
停

止
方
法

を
説
明

し
て

か
ら
捲

き
道

へ
向

か
っ

た
。
 

捲
き
道

は
改

修
の
跡

が
あ

ち
こ

ち
に

見
ら

れ
、
歩

き
易

く
な

っ
て

い
た

。
 

上
部

か
ら

の
崩

れ
が
ひ

ど
い

部
分

は
、
ま

だ
着

手
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
が

、

新
し

い
鉄

杭
が
置

か
れ

て
い

た
。
昨

年
と
比
べ

て
も

、
緑
色

の
土
嚢

が
減

っ

て
い

て
、

は
る

か
下

の
方

に
ま

で
流

れ
落

ち
て

い
る

の
が

見
え

る
。
 

３
０

分
ほ

ど
歩

い
て
笛

を
吹

い
て
み

る
と
「
お

ー
い
」
と
声

が
聞

こ
え

た
。
 

作
業

現
場

に
到

着
し

た
が

、
ハ

ン
マ

ー
の

柄
が
折

れ
て

作
業

中
止

と
の

こ

と
で

、
少

し
戻

っ
て

昼
食

に
す

る
。
 

昼
食

後
、

小
屋

に
戻

る
途

中
で
単
独

の
縦
走

者
が
南

下
し

て
き

た
。
登

る

の
に
疲

れ
て
捲

き
道

の
標
識

に
誘
わ

れ
た

そ
う

だ
。
 

す
ぐ

後
か

ら
沖
崎

さ
ん

、
畑
林

さ
ん

達
が

、
作

業
現

場
を

見
に
来

た
が

、

作
業

中
止

の
た

め
一
緒

に
行
仙

宿
小

屋
に

戻
っ

た
。
 

小
屋

で
休
憩

後
、

日
帰

り
組

と
山

口
さ

ん
は

下
山
準
備

。
青

木
、

梶
野

も
駐

機
場

の
工

事
現

場
ま

で
一
緒

に
降

り
る

。
 

現
場

に
は

足
場
パ
イ

プ
や

発
電
機

、
電

動
工
具

ま
で
荷
揚
げ

さ
れ

て
い

て
、

着
々

と
工

事
が

進
ん

で
い

た
。
谷
側

が
急
傾
斜

の
た

め
足

場
が
悪

く
、
資

材

の
運
搬

に
は
慎
重

を
期

し
た

。
 

１
５

時
の

作
業

終
了

ま
で
お

手
伝

い
し

、
Ｍ
機

を
使

っ
て

小
屋

に
戻

っ
た

。
 

小
屋

に
は

宿
泊

者
が

１
０

名
ほ

ど
、
予
約

済
み

の
人

と
、
予
約

な
し

の
人

の

寝
床

を
割

り
振

っ
て

、
我
々

の
荷

物
は

管
理

棟
に

移
し

た
。
 

 
 

 
 

 

送
電

鉄
塔

横
 

 
 

 
 

山
口

さ
ん

作
業

中
 

 
 

 
 
1
6
：
3
0
小

屋
内
 

１
８

時
か

ら
管

理
棟

で
夕

食
準
備

を
始

め
る

。
今

回
は

２
人

だ
け

な
の

で
、

大
阪

で
は

ち
ょ

っ
と
有

名
な
某

チ
ェ

ー
ン
店

の
ト

ン
カ
ツ

を
持

っ
て

き
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

調
理

中
 

 
 

 
 

ト
ン

カ
ツ

定
食

出
来

上
が

り
 

 
鉄

杭
を

も
っ

て
出

発
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１
分

チ
ン

し
て

、
フ

ラ
イ
パ

ン
に
油

を
い

れ
少

し
焼

く
と
衣

が
か

ら
っ

と

仕
上

が
る

、
と
聞

い
て

き
た

の
で

そ
の
よ

う
に

し
て
み

た
。
少

し
焼

き
過
ぎ

て
焦
げ

た
が

、
上
々

の
出
来
上

が
り

に
２

人
と

も
大
満

足
。
調

理
時

間
が
短

い
の

で
、
多

人
数

で
も
大
丈
夫

の
よ

う
だ

。
 

２
３

時
に

就
寝

、
外

に
出

て
み

る
と

、
少

し
寒

い
が
空

に
は
星

が
い

っ
ぱ

い
見

え
て

い
る

。
 

 

行
動

タ
イ

ム
 

0
8
:5
0
補
給
路
登

山
口

0
9
:2
5
→
1
0
:0
5
行
仙

宿
小

屋
1
0
:2
0
→
1
1
:0
0
 

捲
き
道

作
業

現
場

・
昼

食
1
2
:2
0
→
1
3
:0
0
行
仙

宿
小

屋
1
3
:1
5
→
1
3
:4
5

駐
機

場
1
5
:1
0
→
1
5
:3
5
行
仙

宿
小

屋
。
 

 
 ５５ ５５
月月 月月
８８ ８８
日日 日日
（（ （（
日日 日日
）） ））
晴晴 晴晴
れれ れれ
 

６
時
起
床

、
小

屋
泊

の
人

は
す

で
に

出
発

し
て

い
て
誰

も
い

な
か

っ
た

。

多
人
数

の
組

は
荷

物
が
デ
ポ

し
て

あ
り

、
小

屋
に

戻
っ

て
下

山
す

る
よ

う
だ

。
 

ゆ
っ

く
り

朝
飯

を
済

ま
せ

、
８

時
に

鉄
杭

を
持

っ
て
捲

き
道

に
向

か
う

。

９
時
過
ぎ

に
難
関

の
岩

場
に

到
着

、
急
峻

な
岩

の
沢

だ
が

崩
落

が
激

し
い

。
 

 
 

 
 

 

難
関

の
岩

場
 

 
 

 
 

手
掛

か
り

も
少

な
い

 
 

 
 

 
昨

年
の

状
況
 

 

薄
い
板
状

に
ク

ラ
ッ

ク
が

あ
り

、
手

で
も
簡
単

に
外

れ
る

。
高
捲

き
出
来

な
い

か
と
登

っ
て
み

た
が

、
斜
面

が
急

な
う

え
、
柔

ら
か

く
て
ズ

ル
ズ

ル
と

滑
り
や

す
く

、
１

０
ｍ
ほ

ど
で
諦

め
た

。
橋
や
梯

子
を
架

け
る

に
も
両
側

に

固
定

で
き

そ
う

な
場

所
が

な
く

、
現

在
の
状
態

で
工
夫

す
る
以

外
に

な
い

と

思
わ

れ
る

。
か

な
り

の
難
題

で
あ

る
。
 

１
１

時
に

小
屋

に
戻

り
、

青
木

さ
ん

を
残

し
て
ポ
リ

タ
ン

２
個

を
も

っ
て

登
山

口
の
水

場
へ

降
り

る
。
駐
機

場
ま

で
降

り
た

時
に
「

こ
ん

に
ち

は
」

と

誰
か
登

っ
て

き
た

。
 

山
林

所
有

者
の
上

平
前
村
長

さ
ん

だ
っ

た
。
保
安
林
解
除

後
の

報
告

の
た

め
、
写
真

を
撮

り
に
来

ら
れ

た
そ

う
だ

。
こ

れ
で
上

が
り

ま
す

か
？

と
お
尋

ね
し

た
が

、
歩

い
て

行
き

ま
す

と
登

っ
て

行
か

れ
た

。
 

ポ
リ

タ
ン

２
個

を
満
水

に
し

て
Ｍ
機

の
荷
台

に
積
み

、
終

点
ま

で
上

が
る

。

背
負

子
に
乗
せ

て
背

中
に
担
ぎ
上
げ

る
の

に
苦
労

し
た

。
 

や
は

り
水

平
の
台

が
必

要
だ

。
軽

い
も

の
な

ら
何

と
か

な
る

が
、

そ
こ

そ

こ
の
重

さ
の

物
は
斜
面

で
は
扱

い
に

く
い

。
何

と
か
背

中
に
担
ぎ

、
歩

き
だ

す
が
お
尻

が
冷

た
い

。
 

第
二
ベ

ン
チ

で
一
旦

下
ろ

し
て
み

る
と

、
蓋

が
締

ま
っ

て
い

な
い

、
何
度

も
締

め
な
お

し
て
み

る
が

、
や

っ
ぱ

り
締

ま
ら

な
い

。
よ

く
観
察

す
る

と
、

も
う

一
つ

の
ポ
リ

タ
ン

と
は
違

う
蓋

だ
。

間
違

え
て
ピ

ッ
チ

の
違

う
蓋

を
付

け
て

い
る

。
仕
方

な
い

の
で
蓋

が
上

部
に

な
る
よ

う
に

く
く

り
直

し
て

、
小

屋
に
向

か
っ

た
。

小
屋

に
着

く
こ

ろ
に

は
右
お
尻

が
パ

ン
ツ

ま
で
ボ

ト
ボ

ト

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

。
 

１
２

時
過
ぎ

か
ら

昼
食

、
青

木
さ

ん
が

用
意

し
て

く
れ

た
焼

き
飯

１
．

５

人
分

と
カ

ッ
プ
麺

で
腹

い
っ
ぱ

い
に

な
っ

た
。
 

小
屋

に
荷

物
を
デ
ポ

し
て

い
た
グ

ル
ー

プ
も

戻
っ

て
き

て
下

山
、

ゴ
ミ

も

残
さ

ず
、

き
れ

い
に

使
っ

て
い

た
だ

い
た

。
 

管
理

棟
に

あ
っ

た
表
彰
状

を
、
皆

さ
ん

に
見

て
も

ら
っ

た
方

が
い

い
ん
じ

ゃ
な

い
か

と
い

う
こ

と
で

、
小

屋
内

の
玉
岡

さ
ん
叙
勲

の
幟

の
横

に
移

し
た

。
 

管
理

棟
内

の
荷

物
を

整
理

、
掃
除
機

を
出

し
て
隅
々

ま
で
掃
除

し
た

。
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表
彰

状
移

す
 

 
 

 
 

 
 

管
理

棟
を

掃
除

機
で

 
 

 
ポ

リ
タ

ン
を

下
ろ

し
た
 

 

小
屋

の
ノ

ー
ト

を
写
真

に
撮

り
、

１
４

時
１

５
分

に
下

山
開

始
。
 

空
の
ポ
リ

タ
ン

３
個
( 小

) は
、
登

山
口
水

場
ま

で
下

ろ
し

た
。

下
ろ

し
て

か
ら

見
て
み

る
と
Ｎ
ｏ

８
の
蓋

が
違

っ
て

い
た

。
こ

の
ま

ま
で

は
水

が
漏

れ

る
の

で
、
空

の
ま

ま
で

小
屋

ま
で
持

っ
て

行
っ

て
も

ら
い

た
い

。
 

駐
機

場
の

屋
根
パ
イ

プ
の

一
本

が
内
側

に
傾

き
、
Ｍ
機
ギ
リ
ギ
リ

に
な

っ

て
い

た
。
反
対
側

の
柱

を
立

て
れ
ば
解
消

す
る

が
、
運

転
の

際
に

は
十

分
注

意
が

必
要

だ
。
 

１
５

時
前

に
登

山
口

に
下

山
、

青
木

さ
ん

と
別

れ
て
帰
路

に
つ

い
た

。
 

 
 
 

 
行

動
タ
イ

ム
 

 
 

行
仙

宿
小

屋
0
8
:0
0
→
0
9
:1
0
岩

場
1
0
:0
5
→
1
1
:0
0
行
仙

小
屋

1
1
:0
5
→
登

山
口
水

場
→
1
2
:1
0
行
仙

小
屋

1
4
:1
5
→
1
4
:5
5
補
給
路
登

山
口

。
 

( 記
 

梶
野
) 

  


